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造語の基本

• 語幹：おもにギリシャ語

• 西洋医学はギリシャ、ローマの流れをくむヨー
ロッパで発達した：すべてギリシャやラテン語
がもとになる



接頭語（１）

• 数や状態を表す接頭語

– uni,  mono: 1

– bi, di: 2

– Tri: 3

– Hyper: 多い

– Hypo：少ない

– Extra:より多くの

– Oligo：少ない



接頭語（２）

• 位置をしめすもの

– Ecto：外

– Endo, intra：内

– Retro：後ろ

– Para：脇の

– Circum：周囲

– Supra, Epi：上

– Sub：下



接頭語（３）

• 位置を示すもの

– Inter：間

– Anti：反して

– Trans：超える



接頭語（４）

• 色をしめすもの

– Alb, leuc, leuk： 白

– Glauc,verdin：みどり

– Chrrh, lutein, xanth：黄色

– Eruthr：赤

– Melan：黒



接頭語（5）

• その他

–否定の接頭語：a, in

– Brady, Brachy：短い

– Hetero：異なる

– Macro, mega：大きい

– Neo：新しい

– Pan：すべて

– Pseudo：偽物の



接頭語（６）

• その他（２）

– Phot：光

– Tachｙ：速い

– Therm：温かい

– Toxi： 毒

– Vaso： 血管



接尾辞（１）

• 状態を表す接尾辞など

– Able, ible：できる

– Oma： 腫瘍

– Algia： 痛み

– Cide： 殺し

– Coccus： 菌

– Emia： 血の状態

– Gram, graphy： 書くこと



接尾辞（２）

• その他

– Oid：もどき

– Pathy：病気

– Penia：乏しい

– Pnea：呼吸

– Rhea：流れ

– Spasm：けいれん

– Thrapy：治療法



接尾辞（３）

• その他（２）

– Ectomy：切って取りだす

– Tomy：切る

– Stomy：切ってあける

– Centesis：刺す、吸い出す

– Scopy：中をのぞく

– Plasty：修復する



ことばの作り方

• 感染症：炎症は接尾辞として-itisを付ける

• がん、腫瘍：-omaを付ける

• 生検:biopsy

• 剖検：autopsy


